
⽇本では国⺠皆保険がある⼀⽅、アメリカでは多くの場合、医療保険の種類により利⽤できる医療サービス
が異なります。2020年の統計では（2022年のNational Health Statistics Reportsによる）全⼈⼝の9.7%が無
保険者です。今回は、こうした⽇⽶の医療制度や地理的規模の違いを含め、⾼齢化が進むアメリカで今まで
以上に注⽬されているナースプラクティショナーの活躍について⼤学院で学んできたことや臨床実習などを
踏まえた体験談を基にお話しさせて頂きます。

アカデミア看護研究会に会員登録（無料）のうえ、お申込み
ください。事務局より視聴⽤URLをご連絡いたします。

●会員登録のご案内
http://ns-aca.com/join/

会員登録が
まだの⽅は
こちらから

東海⼤学健康科学部看護学科卒業後、市⽴病院の循環器呼吸器外
科内科で看護師として勤務。病棟経験から予防医学や早期介⼊に
興味を持ちアメリカ留学を決意し単⾝渡⽶。紆余曲折を経て⽶国
看護師(RN)として働いた後、2020年カリフォルニア⼤学ロサン
ゼルス校(UCLA)成⼈⽼年プライマリケアナースプラクティショ
ナー修⼠プログラムを卒業。
2024年5⽉にジョンズホプキンス⼤学 看護実践博⼠課程(DNP)、
並びに公衆衛⽣学修⼠号(MPH) を取得。
7⽉下旬にInternational Nursing Research Congress にて
DNP/MPH Project を発表。

無料参加費

対 象

お申込み

アカデミア看護研究会会⻑
中島美津⼦
(m-nakashima@thcu.ac.jp)

連絡先

看護職の採⽤と定着を考える会
(info@rsn-kango.com)

会員登録係 アカデミア看護研究会

●第49回学習会の詳細・お申込み
http://ns-aca.com/学習会/20240906/

看護職をはじめ医療にかかわる皆様が、就業継続をしながら学び続ける機会を提供します。
研修会、講演会、ワークショップ、研究討論などを通し、情報交換や会員相互の親睦を図ります。アカデミア看護研究会とは？

●事務局よりお願い● ※info@rsn-kango.com からの受信の許可をお願いいたします。
※メールが届かない場合、迷惑メールフォルダに⼊っていることがありますのでご確認のほどお願いいたします。

看護職をはじめとする医療にかかわる⽅々
学⽣や休職中の⽅々も参加OK
有資格者でなくてもOK
医師・⻭科医、介護・福祉関係の⽅もご参加ください

講 師

⼭根 陽⼦ ⽒

18:00 19:309⽉6⽇2024年 ⾦開催⽇時

⽶国の多様な医療制度の背景と
ナースプラクティショナー(NP)
の⾃律的な活躍について

アカデミア看護研究会 第 回 学習会49

年会費について 2024年7⽉より 3,000円/年（資料代として250円/⽉ 250×12＝3,000円/年）
※お⽀払⽅法など詳細は別紙「年会費について」をご覧ください。


